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添付資料－９－１ 

３号機 事象発生時の主要経緯（時系列） 

 

日  時 主 要 経 緯 

平成２３年３月１１日（金） 

１４：４６ 

 

１４：４７ 

 

１４：４８頃 

 

１４：５４ 

 

１５：０５ 

 

１５：０６ 

 

 

１５：２５ 

 

１５：２７ 

 

１５：３５ 

 

１５：３８ 

 

１５：４２ 

 

 

１５：４２ 

 

 

１６：０３ 

 

１６：３６ 

 

２０：５０ 

 

 

２１：２３ 

 

 

 

東北地方太平洋沖地震発生。第３非常態勢を自動発令。 

 

原子炉自動スクラム、主タービン手動トリップ。 

 

Ｄ／Ｇ ３Ａ、Ｄ／Ｇ ３Ｂ自動起動。 

 

原子炉未臨界確認。 

 

ＲＣＩＣ手動起動。 

 

非常災害対策本部を本店に設置（地震による被害状況の把

握、停電等の復旧）。 

 

ＲＣＩＣトリップ（原子炉水位高) 。 

 

津波第一波到達。 

 

津波第二波到達。 

 

全交流電源喪失。 

 

原災法第１０条該当事象（全交流電源喪失）が発生したと判

断、官庁等に通報。 

 

第１次緊急時態勢を発令。緊急時対策本部を設置（非常災害

対策本部との合同本部となる）。 

 

ＲＣＩＣ手動起動。 

 

第２次緊急時態勢を発令。 

 

福島県が福島第一原子力発電所から半径２ｋｍの住民に避

難指示。 

 

内閣総理大臣が福島第一原子力発電所から半径３ｋｍ圏内

の避難、半径３ｋｍ～１０ｋｍ圏内の屋内退避を指示。 
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添付資料－９－１ 

 

２１：５８ 

 

平成２３年３月１２日（土） 

０：３０ 

 

 

４：５５ 

 

 

 

５：４４ 

 

 

７：１１ 

 

８：０４ 

 

１１：３６ 

 

１２：３５ 

 

１７：３０ 

 

１８：２５ 

 

 

平成２３年３月１３日（日） 

２：４２ 

 

５：１０ 

 

 

 

５：１５ 

 

 

５：５０ 

 

６：１９ 

 

 

中央制御室内の仮設照明が点灯。 

 

 

国による避難住民の避難措置完了確認（双葉町及び大熊町の

３ｋｍ以内避難措置完了確認、１：４５に再度確認）。 

 

発電所構内における放射線量が上昇（正門付近０．０６９μ

Ｓｖ／ｈ(４：００) → ０．５９μＳｖ／ｈ(４：２３)）し

たことを確認、官庁等に連絡。 

 

内閣総理大臣が福島第一原子力発電所から半径１０ｋｍ圏

内の住民に避難指示。 

 

内閣総理大臣が福島第一原子力発電所に到着。 

 

内閣総理大臣が福島第一原子力発電所を出発。 

 

ＲＣＩＣトリップ。 

 

ＨＰＣＩ自動起動（原子炉水位低）。 

 

ＰＣＶベントの準備を開始するよう発電所長指示。 

 

内閣総理大臣が、福島第一原子力発電所から半径２０ｋｍ圏

内の住民に対し避難指示。 

 

 

ＨＰＣＩ停止。 

 

ＲＣＩＣによる原子炉注水ができなかったため、原災法第１

５条該当事象（原子炉冷却機能喪失）に該当すると判断、

５：５８官庁等に通報。 

 

ラプチャーディスクを除く、ＰＣＶベントのラインナップの

完成に入るよう発電所長指示。 

 

ＰＣＶベント実施に関するプレス発表。 

 

４：１５にＴＡＦに到達したものと判断、官庁等に連絡。 
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添付資料－９－１ 

 

７：３５ 

 

 

７：３９ 

 

８：３５ 

 

８：４１ 

 

 

 

８：５６ 

 

 

 

 

９：０８頃 

 

 

 

９：２５ 

 

 

９：３６ 

 

 

 

１０：３０ 

 

１１：１７ 

 

 

１２：２０ 

 

１２：３０ 

 

１３：１２ 

 

 

 

 

ＰＣＶベントを実施した場合の被ばく評価結果を官庁等に

連絡。 

 

格納容器スプレイを開始、７：５６官庁等に連絡。 

 

ＰＣＶベント弁（ＭＯ弁）開。 

 

Ｓ／Ｃベント弁（ＡＯ弁）大弁開により、ラプチャーディス

クを除く、ＰＣＶベントライン構成完了、８：４６官庁等に

連絡。 

 

モニタリングポストで５００μＳｖ／ｈを超える線量（８８

２μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事

象（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

９：０１官庁等に通報。 

 

ＳＲＶによる原子炉圧力の急速減圧を実施。今後、ＦＰライ

ンによる原子炉内への注水を開始することを９：２０官庁等

に連絡。 

 

原子炉内にＦＰラインから消防車による淡水注入開始（ほう

酸入り）。 

 

ＰＣＶベント操作により、９時２０分頃よりＤ／Ｗ圧力が低

下していることを確認、また、ＦＰラインによる原子炉内へ

の注水を開始したことを官庁等に連絡。 

 

海水注入を視野に入れて動くとの発電所長指示。 

 

Ｓ／Ｃベント弁（ＡＯ弁）大弁の閉確認（作動用空気ボンベ

圧低下のため）。 

 

淡水注入終了。 

 

Ｓ／Ｃベント弁（ＡＯ弁）大弁開（作動用空気ボンベ交換）。

 

原子炉内にＦＰラインから消防車による海水注入開始。 
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添付資料－９－１ 

 

１４：１５ 

 

 

 

 

平成２３年３月１４日（月） 

１：１０ 

 

 

２：２０ 

 

 

 

 

２：４０ 

 

 

 

 

３：２０ 

 

４：００ 

 

 

 

 

５：２０ 

 

６：１０ 

 

９：１２ 

 

 

 

 

９：２０ 

 

１１：０１ 

 

 

 

モニタリングポストで５００μＳｖ／ｈを超える線量（９０

５μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事

象（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

１４：２３官庁等に通報。 

 

 

原子炉へ供給している海水が残り少なくなったことから、逆

洗弁ピット内への海水補給のために消防車を停止。 

 

正門付近で５００μＳｖ／ｈを超える線量(７５１μＳｖ／

ｈ)を計測したことから、原災法第１５条該当事象（敷地境

界放射線量異常上昇）が発生したと判断、４：２４官庁等に

通報。 

 

モニタリングポストで５００μＳｖ／ｈを超える線量（６５

０μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事

象（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

５：３７官庁等に通報。 

 

消防車による海水注入再開。 

 

モニタリングポストで５００μＳｖ／ｈを超える線量（８２

０μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事

象（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

８：００官庁等に通報。 

 

Ｓ／Ｃベント弁（ＡＯ弁）小弁開操作開始。 

 

Ｓ／Ｃベント弁（ＡＯ弁）小弁の開確認。 

 

モニタリングポストで５００μＳｖ／ｈを超える線量（５１

８．７μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該

当事象（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

９：３４官庁等に通報。 

 

物揚場から逆洗弁ピットへの海水の補給を開始。 

 

Ｒ／Ｂで爆発発生。消防車やホースが損傷し、海水注入停止。
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添付資料－９－１ 

 

１６：３０頃 

 

 

２１：３５ 

 

 

 

 

平成２３年３月１５日（火） 

６：５０ 

 

 

 

 

７：００ 

 

 

７：５５ 

 

 

８：１１ 

 

 

 

 

１１：００ 

 

 

１６：００ 

 

 

 

 

２３：０５ 

 

 

 

 

消防車とホースを入れ替えて物揚場から原子炉へ注入する

新しいラインを構築し、海水注入を再開。 

 

モニタリングカーで５００μＳｖ／ｈを超える線量（７６０

μＳｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事象

（敷地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、

２２：３５官庁等に通報。 

 

 

正門付近で５００μＳｖ／ｈを超える線量（５８３．７μＳ

ｖ／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事象（敷

地境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、７：００官庁

等に通報。 

 

監視、作業に必要な要員を除き、福島第二へ一時退避するこ

とを官庁等に連絡。 

 

Ｒ／Ｂ建屋上部に蒸気が浮いているのを確認、官庁等に連

絡。 

 

正門付近で５００μＳｖ／ｈを超える線量（８０７μＳｖ／

ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事象（火災爆

発等による放射性物質異常放出）が発生したと判断、

８：３６官庁等に通報。 

 

内閣総理大臣が、福島第一原子力発電所から半径２０ｋｍ以

上３０ｋｍ圏内の住民に対し屋内退避指示。 

 

正門で５００μＳｖ／ｈを超える線量（５３１．６μＳｖ／

ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事象（敷地境

界放射線量異常上昇）が発生したと判断、１６：２２官庁等

に通報。 

 

正門付近で５００μＳｖ／ｈを超える線量（４５４８μＳｖ

／ｈ）を計測したことから、原災法第１５条該当事象（敷地

境界放射線量異常上昇）が発生したと判断、２３：２０官庁

等に通報。 

 

以上 
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添付資料－９－２（１／７） 

プラントデータチャート 

 

【３号機 アラームタイパ－主要打ち出し（抜粋）】 

 

 
 

← 全制御棒全挿入 
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添付資料－９－２（２／７） 

【３号機 ＳＲＮＭ、ＡＰＲＭ】 

 

 

 

 

 
 

 

① １４時４７分 地震によるスクラムとスクラムによる出力低下 

② 平均出力領域モニタ（ＡＰＲＭ）としてのダウンスケールと起動領域モニタ

（ＳＲＮＭ）への切替 

③ ノイズによる指示の変動 

 

① 
② 

③ 

APRM 
(%) 

75 100 125 50  25  0 
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添付資料－９－２（３／７） 

【３号機 原子炉水位、原子炉圧力（１／３）】 

 

 

 

 
① １４時４７分 地震によるスクラム 

② 出力低下による炉圧低下とそれに続

く主蒸気隔離弁閉による炉圧増加 

③ 主蒸気逃し安全弁による炉圧制御 

④ 主蒸気逃し安全弁開閉、原子炉隔離

時冷却系の起動・停止に伴う水位変

動 

   １５時０５分； 

  原子炉隔離時冷却系起動 

   １５時２５分； 

   同系トリップ（水位高） 

⑤ 原子炉隔離時冷却系の起動に伴う水

位変動 

   １６時０３分； 

原子炉隔離時冷却系起動 

⑥ 炉圧７ＭＰａ程度、炉水位は狭帯域

（有効燃料頂部から約４ｍ上に設定

された通常運転時に使用される水位

計装域）レンジに維持され、安定的

に推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 

⑥

③ 

④ 

② 

⑤ 
0 500 1000 1500

原子炉水位

(mm) 

原子炉圧力

(MPa) 

0 2 4 8 6 10 
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添付資料－９－２（３／７） 

【３号機 原子炉水位、原子炉圧力（２／３）】 

 

 

 

 

⑦ 炉水位は狭帯域（有効燃料頂部から

約４ｍ上に設定された通常運転時に

使用される水位計装域）レンジに維

持され、安定的に推移。 

⑧ ３月１２日１１時３０分頃より、圧

力制御の様相変化（１１時３０分頃

より小刻みな変動） 

１１時３６分； 

  原子炉隔離時冷却系停止 

⑨ ３月１２日１２時頃より、６時間程

度かけて炉圧の低下 

⑧ 

⑦ 

⑨ 

0 500 1000 1500

原子炉水位

(mm) 

原子炉圧力

(MPa) 

0 2 4 8 6 10 
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添付資料－９－２（３／７） 

【３号機 原子炉水位、原子炉圧力（３／３）】 

 

 

 

 

⑩ ３月１３日２時頃より炉圧上昇 

⑪ ３月１３日９時頃より炉圧減圧 

 

 

 

 

⑩ 

⑪ 

0 500 1000 1500

原子炉水位

(mm) 

原子炉圧力

(MPa) 

0 2 4 8 6 10 
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添付資料－９－２（４／７） 

【３号機 ＰＬＲポンプ入口温度】 

 

 

 

 

 
 

 

① １４時４７分 地震によるスクラム 

※ １５時３０分過ぎに津波が到来したと想定される。津波の影響によると思

われる記録終了。 

 

 

① 

※ 

PLR ポンプ入口温度

(℃) 

100 150 200 250 300 50  0 
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添付資料－９－２（５／７） 

 

【３号機 原子炉格納容器内各部温度】 

 

 

 

 

 

① １４時４７分 地震によるスクラム 
② 電源喪失による格納容器空調停止、スクラムによる出力低下等に伴う格納容

器内温度変化（配管破断等に起因する極端な温度上昇は認められず） 
※ １５時３０分過ぎに津波の到来により記録計電源が喪失し、記録計が一旦停止したも

のと考えられる。 

① 

※ ② 

原子炉格納容器 

内各部温度 
(℃) 

100 150 200 50  0 
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添付資料－９－２（６／７） 

 

【３号 主排気筒放射線モニタ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 構内線量上昇の影響を受けたと考え

られる指示値上昇 
② 電源喪失に伴うダウンスケール 
※ 電源喪失よると思われる記録終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

※ 

② 
排気筒放射線 

モニタ 
(s-1) 

104 105 106101 1  10-1 102 103 添付９－13



添付資料－９－２（７／７） 

 

【３号 ＲＣＩＣ作動状況】 

 

 
 

① １５時０５分にＲＣＩＣを手動起動、その後、１５時２５分に原子炉水位高

により停止。 

 

 

① 
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添付資料－９－４ 

３号機 系統概略図（３月１１日地震発生前の主要機器状態） 
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SJAE
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RHR

RHRS

CS

RCIC

タービン

To S/P

CD

給水加熱器

HFF

HPＣＰ

□ 運転中
□ 待機中

To 復水器

From 
CST

150m3
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HP-Tb
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H/W

ＣWＰ

Ge

LPＣＰ

HPCI

From 
CST

タービン
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SJAE
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M/DRFPＴ/DRFP

RHR

RHRS

CS

RCIC

タービン

To S/P

CD

給水加熱器

HFFHFF

HPＣＰ

□ 運転中
□ 待機中

To 復水器

From 
CST
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添付資料－９－４ 

３号機 系統概略図（３月１１日地震発生後の主要機器状態） 
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給水加熱器

HFFHFF

HPＣＰ

□ 運転中
□ 待機中
× スクラム後停止操作
× 電源喪失により使用不能

From 
CST

From 
CST

SJAE

GSC

M/DRFP

To 復水器
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添付資料－９－４ 

３号機 系統概略図（３月１１日津波襲来後の主要機器状態） 
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LPＣＰ

HPCI
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RHR

RHRS
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RCIC

タービン
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CD

給水加熱器

HFFHFF

HPＣＰ

□ 運転中
□ 待機中
× スクラム後停止操作
× 電源喪失により使用不能

From 
CST

From 
CST

SJAE

GSC
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To 復水器
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添付資料－９－５ 

設置場所
耐震

クラス
地震

スクラム時

地震スクラム～
津波到達直前

まで

津波到達
以降

備　　考

ＲＨＲ(A)
R/B地下階
 (OP.-1030)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ａ／Ｃ）とも
喪失

ＲＨＲ(B)
R/B地下階
 (OP.-1030)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ｂ／Ｄ）とも
喪失

ＲＨＲ(C)
R/B地下階
 (OP.-1030)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ａ／Ｃ）とも
喪失

ＲＨＲ(D)
R/B地下階
 (OP.-1030)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ｂ／Ｄ）とも
喪失

ＲＨＲＳ(A)
屋外

 (OP.4000)
A ○

○
注１

×
津波時、本体津波による海水冠水し、かつ電源喪
失

ＲＨＲＳ(B)
屋外

 (OP.4000)
A ○

○
注１

× 津波時、本体海水冠水し、かつ電源喪失

ＲＨＲＳ(C)
屋外

 (OP.4000)
A ○

○
注１

× 津波時、本体海水冠水し、かつ電源喪失

ＲＨＲＳ(D)
屋外

 (OP.4000)
A ○

○
注１

× 津波時、本体海水冠水し、かつ電源喪失

CS(A)
R/B地下階
 (OP.-1000)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ａ／Ｃ）とも
喪失

CS(B)
R/B地下階
 (OP.-1000)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系（ＲＨＲＳ　Ｂ／Ｄ）とも
喪失

HPCI
R/B地下階
 (OP.-2060)

A ○ ○ ◎
津波後、原子炉水位低下時に自動起動。暫くして
停止（原因不明）

ＲＣＩＣ
R/B地下階

 (OP.-2060)
A ○ ○ ◎

津波後に起動、暫くしてトリップ、再起動不能
（原因不明）

MUWC
（代替注水）

T/B地下階
 (OP.2420)

B ◎ ◎ × 津波後、電源喪失

ＳＦＰ冷却
（ＦＰＣ系）

R/B3階
 (OP.26900)

B ◎ △ ×
地震発生後電源喪失。津波後、海水系（ＳＷ）喪
失

ＳＦＰ冷却
（ＲＨＲ系）

R/B地下階
 (OP.-1030)

A ○
○
注１

×
津波後、電源・海水系とも喪失

原子炉建屋 A ○
○
注１

× 水素ガスによると思われる爆発により破損

原子炉格納容
器

A ○ ○ ×
津波到達前、格納容器圧力に破損を示す徴候は認
められず

（凡例）◎：運転　　○：待機　　△：通常電源断による停止　×：機能喪失又は待機除外

注１：本震で比較的大きな揺れを観測した５号機では，地震発生後の３月１９日に残留熱除去系を使用しており，当直員に
       よるパトロールからも各系統・設備に大きな損傷は認められていない。
　　　 また，これら機器が設置されている原子炉建屋地下階で今般得られた観測記録における最大加速度は，機器の

　　　 動的機能維持確認済加速度※を十分下回っている。
　　　 このことから，各機能は概ね確保されていたものと推定される。
　　　　※ＪＥＡＣ４６０１－２００８「原子力発電所耐震設計技術規程」

閉
じ
込
め
る
機
能

冷
や
す
機
能

格
納
施
設

E
C
C
S
系

炉
注
水

プ
ー

ル
冷
却

  

３号機 非常用炉心冷却系（補機類も含む）一覧表（地震前、地震後、津波襲来後） 
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流
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盤

３
号
機
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源
概
略
図
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地
震
発
生
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の
状
態
）
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替
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電
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喪
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Ｄ
／
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荷
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プ ラ ン ト 内 計 測 制 御 電 源

( 指 示 計 ・ 記 録 計 等 )

プ ラ ン ト 内 計 測 制 御 電 源

( 指 示 計 ・ 記 録 計 等 )
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蓄
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池
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後
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の
状
態
）

 
（
黒
字
：
蓄
電
池
も
停
止
し
、
全
電
源
喪
失
状
態
）
 

  

主
な
母

線

主
な
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母
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母
線

負
荷
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３号機 ＭＳＩＶインターロック 

 
 
 -1220mm原子炉水位低（Ｌ－２） -1220mm原子炉水位低（Ｌ－２）

93℃主蒸気管トンネル温度高 93℃主蒸気管トンネル温度高

140%主蒸気管流量大 140%主蒸気管流量大

5.86MPa主蒸気管圧力低 5.86MPa主蒸気管圧力低

運転原子炉モードスイッチ 運転原子炉モードスイッチ

閉操作スイッチ 閉操作スイッチ

喪失原子炉保護系電源喪失 喪失原子炉保護系電源喪失

主
蒸
気
隔
離
弁

「
閉
」

電
磁
弁

無
励
磁

BG×10主蒸気管放射能高高 BG×10主蒸気管放射能高高
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３号機 ＳＲＶ動作圧力について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠 :ADS機能付

Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
系
へ

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
系
へ

ＨＰＣＩドレン

ＲＣＩＣドレン

格納容器

主蒸気管A

原子炉
圧力容器

主蒸気管B

主蒸気管C

主蒸気管D

主復水器へ
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70A

AO

71A
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70B

SV
70C

AO

71C

AO

71E

AO

71G

AO

71B

AO

71D

AO

71F
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71H

FE
114A

FE
114B

FE
114C

FE
114D

AO

80A

AO

80B

AO

80C

AO

80D

AO

86A

AO

86B

AO

86C

AO

86D

MO

74

MO

77
MO

79

MO

78

サプレッション
チェンバ

7.44MPa[gage]

主蒸気逃がし安全弁（SRV）:AO-71A～71H

7.51MPa[gage]

7.51MPa[gege]

7.51MPa[gege]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

主蒸気管流量(4本合計)
4440t/h

363t/h

363t/h

360t/h

363t/h

366t/h

366t/h

366t/h

366t/h

8.55MPa[gage]

8.55MPa[gage]

8.55MPa[gage]

青字は安全弁機能

7.７１MPa[gage] 7.７8MPa[gage]

7.64MPa[gage] 7.７１MPa[gage]

7.64MPa[gage] 7.７8MPa[gage]

7.７１MPa[gage] 7.７8MPa[gage]

赤枠 :ADS機能付
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Ｃ
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へ
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ＲＣＩＣドレン

格納容器

主蒸気管A

原子炉
圧力容器
原子炉

圧力容器

主蒸気管B

主蒸気管C

主蒸気管D

主復水器へ

SV
70A
SV
70A

AO

71A

AO

71A

SV
70B
SV
70B

SV
70C
SV
70C

AO

71C

AO

71C

AO

71E

AO

71E

AO

71G

AO

71G
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71B
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71B
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71D
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71D
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71F
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71F
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71H

AO

71H

FE
114A

FE
114A
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114A
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114B

FE
114B

FE
114B

FE
114C

FE
114C

FE
114C

FE
114D

FE
114D

FE
114D

AO

80A

AO

80A

AO

80B

AO

80B

AO

80C

AO

80C

AO

80D

AO

80D

AO

86A
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86A
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86B
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86B
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86C

AO

86C

AO

86D

AO

86D

MO

74

MO

74

MO

77

MO

77
MO

79

MO

79

MO

78

MO

78

MO

78

サプレッション
チェンバ

サプレッション
チェンバ

7.44MPa[gage]

主蒸気逃がし安全弁（SRV）:AO-71A～71H

7.51MPa[gage]

7.51MPa[gege]

7.51MPa[gege]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

7.58MPa[gage]

主蒸気管流量(4本合計)
4440t/h

363t/h

363t/h

360t/h

363t/h

366t/h

366t/h

366t/h

366t/h

8.55MPa[gage]

8.55MPa[gage]

8.55MPa[gage]

青字は安全弁機能

7.７１MPa[gage] 7.７8MPa[gage]

7.64MPa[gage] 7.７１MPa[gage]

7.64MPa[gage] 7.７8MPa[gage]

7.７１MPa[gage] 7.７8MPa[gage]
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原子炉水位図 
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L‐8

L‐7

L‐5,6
L‐4
L‐3
L‐2

L‐1
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気水分離器

給水ノズル
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燃料集合体

ジェットポンプ

制御棒

支持スカート

再循環水
出口ノズル

スクラム/SGTS起動

MSIV閉
RCIC/HPCI起動

CS起動
LPCI起動
非常用DG起動
ADS起動

通常水位

水位高警報

水位低警報

炉心スプレイノズル制御棒駆動水
戻りノズル

主蒸気管ノズル
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ＰＣＶベントについて 

 

３号機 ＰＣＶベント図（３月１１日地震発生前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラプチャーディスク作動圧：４２７ｋＰａ[gage] 

 

 

 

 

 

 

 

AO

AO

AO

NC FC

AO

NC FC

IA系から

ボンベ

IA系からSGTS系から

MO

SGTS系へ

IA系から

パージ系へ

FCNC

IA系から

ラプチャーディスク

IA系から

ボンベ

IA系から

AO

AO

FC

NCFC

FC NC

NC

小弁

大弁
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３号機ＰＣＶベント図 

（３月１３日８時４１分頃 ＰＣＶベントライン構成時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラプチャーディスク作動圧：４２７ｋＰａ[gage] 

【ベントのラインナップ完成作業実施】 

① ３月１３日５時２３分頃 

Ｓ／ＣからのベントラインにあるＡＯ弁（大弁）の電磁弁が励磁されているものの弁

が開とならないのは、弁を駆動させるボンベからの圧力が足りないためボンベ交換が

必要と判断し、ボンベを交換した結果、当該弁が開となった。 

②３月１３日８時３５分頃 

ＰＣＶベントラインにあるＭＯ弁を、手動にて１５％開とした。 

③３月１３日８時４１分 

ラプチャーディスクを除くＰＣＶベントライン構成を完了し、Ｄ／Ｗ圧力がラプチャ

ーディスク作動圧（４２７ｋＰａ[gage]）よりも低く、破裂待ちでＰＣＶベントされ

ない状態のため、ＰＣＶベントを系統構成する弁の開状態を保持し、Ｄ／Ｗ圧力の監

視を継続した。 

④３月１３日９時２４分 

Ｄ／Ｗ圧力の低下(同日９時１０分：０．６３７ＭＰａ[abs]→同日９時２４分：０．

５４０ＭＰａ[abs])が確認されたことから、９時２０分頃ＰＣＶベントが実施された

と判断した。 

   

AO

AO

AO

NC FC

AO

NC FC

IA系から

ボンベ

IA系からSGTS系から

MO

SGTS系へ

IA系から

パージ系へ

FCNC

IA系から

ラプチャーディスク

IA系から

ボンベ

IA系から

AO

AO

FC

NCFC

FC NC

NC

← ベントガスの流れ

電磁弁を強制的に励磁させるととも
に、ボンベを仮設し開状態となるよう
にした。
また、仮設コンプレッサーによりIAか
ら空気供給し、開操作を複数回実施。

手動で開操作し、
手順通り15%開と

した。

小弁

大弁

① 

② 

③ 

④ 
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３号機 ＰＣＶベント図 

（３月１４日６時１０分頃 Ｓ／Ｃ側小弁及び大弁使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラプチャーディスク作動圧：４２７ｋＰａ[gage] 

【ベントのラインナップ完成作業実施】 

①３月１３日８時３５分頃 

ＰＣＶベントラインにあるＭＯ弁を、手動にて１５％開とした。 

② ３月１３日３時４０分 

Ｓ／ＣベントＡＯ弁（小弁）についても、電磁弁を強制的に励磁させ、同日５時２０

分開操作を開始し、同日６時１０分に開になったことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AO

AO

AO

NC FC

AO

NC FC

IA系から

ボンベ

IA系からSGTS系から

MO

SGTS系へ

IA系から

パージ系へ

FCNC

IA系から

ラプチャーディスク

IA系から

ボンベ

IA系から

AO

AO

FC

NCFC

FC NC

NC

← ベントガスの流れ

3/14 2:00頃より，D/W圧力が上昇傾
向となってきたことから，S/Cベント弁
（AO弁）小弁を開とすることとし，同
日3:40頃，電磁弁を強制的に励磁さ
せる。以降も開操作が複数回実施さ
れる

手動で開操作し、
手順通り15%開と

した。

小弁

大弁

① 

② 
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【その後のＰＣＶベント実施】 

ＡＯ弁駆動用空気圧の確保や、空気供給ラインの電磁弁の励磁維持の問題からＳ／Ｃか

らのベントラインにあるＡＯ弁（大弁、小弁）を開状態で維持することが難しく、以下

のとおり複数回開操作を実施した。 

【大弁】 

   ３月１５日 １６時００分 閉確認 → 同日１６時０５分   開操作 

   ３月１７日 ２１時００分 閉確認 → 同日２１時３０分頃  開操作 

   ３月１８日  ５時３０分 閉確認 → 同日 ５時３０分頃  開操作 

３月１９日 １１時３０分 閉確認 → ３月２０日１１時２５分頃  開操作 

【小弁】 

３月１５日 １６時００分 閉確認 → ３月１６日 １時５５分 開操作 
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添付資料－９－１２ 

３号機 ＰＣＶベントにおける被ばく線量評価（発信時刻：１３日７時３５分） 

（前提条件に基づく線量評価であり、実際の被ばく線量ではない） 
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添付資料－９－１２ 

３号機 ＰＣＶベントにおける被ばく線量評価（発信時刻：１３日７時３５分）

（前提条件に基づく線量評価であり、実際の被ばく線量ではない）  
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添付資料－９－１２ 

３号機 ＰＣＶベントにおける被ばく線量評価（発信時刻：１３日７時３５分） 

（前提条件に基づく線量評価であり、実際の被ばく線量ではない）  
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添付資料－９－１２ 

３号機 ＰＣＶベントにおける被ばく線量評価（発信時刻：１３日７時３５分） 
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炉心解析について 

（３号機原子炉事故進展の解析結果） 

 

１．評価結果のまとめ 

今回地震発生時におけるプラントデータについて可能な限り回収、整理した

地震発生初期の設備状態や運転操作等に関する情報（平成２３年５月１６日原

子力安全・保安院報告済み）より、ＭＡＡＰを用いてプラントの状態を評価し、

情報の整理を行った。 
なお、ここで得られた解析結果は、あくまで本報告書作成時点で得られた限ら

れた情報と解析上必要な条件に推定・仮定を置いた解析であり、解析結果の不

確定性は極めて大きい。よって、今後原因調査が進むに従い、解析結果とは大

幅に異なる結果になり得るものである。 
ＭＡＡＰコードにより解析を行った結果、３号機は、ＲＣＩＣ又はＨＰＣＩの

機能低下に伴う原子炉水位の低下により、炉心損傷が開始するものの、最終的

にはＲＰＶ内において炉心は保持されるとの解析結果となった。しかしながら、

実際の水位が計測値より低く、有効燃料棒底部以下であった場合は、炉心損傷

はさらに進展し、その後ＲＰＶ破損に至るとの解析結果となる。（平成２３年５

月２３日原子力安全・保安院報告済み） 
解析を行った時点までの３号機におけるＲＰＶ温度等のプラントパラメータ

によれば、熱源（燃料）の大部分はＲＰＶ内にあることを示唆する温度挙動で

あり、ＲＰＶに損傷があったとしても、今回の解析結果のように大規模なもの

ではないと推測されることから、解析結果は現実より厳しいものとなっている

と考えられる。 
よって、今回の解析結果とプラントパラメータによる考察の両者によれば、炉

心の状態は、３号機プラントにおいても相当量のペレットの溶融が進展してお

り、炉心の形状・位置は大幅に変化しているものと評価された。 
なお、解析を行った時点までの３号機におけるＲＰＶ周辺温度によれば、解析

時点において冷却は十分に行われていることから、引続き注水を継続すること

により、今後大規模な放射性物質の放出に繋がるような事象の進展はないと考

えられる。 
 

２．解析条件 

主要な解析条件について表９－１３－１及び表９－１３－２に示す。 
解析は以下の２つのケースを行った。 
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【その１】：原子炉水位の計測値にあわせるため、消防ポンプの吐出側の流量

ではなく、原子炉水位維持を可能な量として少なめに仮定する 
【その２】：原子炉水位は燃料域内において維持できていないとして、消防ポ

ンプ吐出側の流量ではなく、燃料域以下程度を維持する注水量を

仮定する 

 
表９－１３－１ ３号機 プラント条件 

 

項目 条件 

初期原子炉出力 ２３８１ ＭＷｔ（定格出力） 

初期原子炉圧力 ７．０３ ＭＰａ[abs]（通常運転圧力） 

初期原子炉水位 通常水位 

ＰＣＶ空間容積 Ｄ／Ｗ空間：４２４０ ｍ３ 

Ｓ／Ｃ空間：３１６０ ｍ３ 

Ｓ／Ｐ水量 ２９８０ ｍ３ 
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表
９
－
１
３
－
２
 
３
号
機
 
事
象
イ
ベ
ン
ト
 

 

凡
例
 
○
：
記
録
あ
り
 
△
：
記
録
に
基
づ
き
推
定
 
□
：
解
析
上
の
仮
定
と
し
て
整
理

 
解
析
条
件

 

N
o 

日
時

 
解
析
事
象

 

分 類
備
考

 
○
の
場
合
：
記
録
の
参
照
箇
所
等

 

△
、
□
の
場
合
：
推
定
、
仮
定
し
た
根
拠
等

 

１
 

３
／
１
１

１
４
：
４
６

 
地
震
発
生

 
○

－
 

２
 

１
４
：
４
７

 
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ４
．
運
転
日
誌
類

 当
直
長
引
継
日
誌

 

３
 

１
５
：
０
６

 
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
手
動
起
動

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

４
 

１
５
：
２
５

 
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
ト
リ
ッ
プ
（

L
－
８
）

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

５
 

１
５
：
３
８

 
全
交
流
電
源
喪
失

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ４
．
運
転
日
誌
類

 当
直
長
引
継
日
誌

 

６
 

１
６
：
０
３

 
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
手
動
起
動

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

７
 

３
／
１
２

１
１
：
３
６

 
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
ト
リ
ッ
プ

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

８
 

１
２
：
３
５

 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
起
動
（

L
－
２
）

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

９
 

３
／
１
３

２
：
４
２

 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
停
止

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

１
０

 
９
：
０
８

 

頃
 

Ｓ
Ｒ
Ｖ
に
よ
る
Ｒ
Ｐ
Ｖ
減
圧
操
作

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

１
１

 
９
：
２
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｄ
／

Ｗ
圧

力
の
低
下
を
確
認

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
で
は
、

８
：
４
１

Ｓ
／
Ｃ
側
Ａ

Ｏ
弁
操
作
に

よ
っ
て
ベ
ン

ト
ラ
イ
ン
構

成
が
終
了
し
て

い
る
が
、

Ｄ
／
Ｗ
の
圧

力
降
下
が
確

認
さ
れ
た
９

：
２
０
を
ベ

ン
ト
の
開
始
と

仮
定

 

１
２

 
９
：
２
５

 
淡
水
注
入
開
始

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 ※
１
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１
３

 
１
１
：
１
７

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

駆
動

用
空

気
圧

抜
け

に
よ

る
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
Ａ

Ｏ

弁
閉
確
認

 

○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

１
４

 
１
２
：
３
０

 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
開
操
作

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

１
５

 
１
３
：
１
２

 
淡
水
注
入
よ
り
海
水
注
入
に
切
替

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 ※
１

 

１
６

 
１
４
：
１
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

ベ
ン

ト
弁

閉
を
仮
定

 
△

D
／

W
圧
力
の
上
昇
か
ら
、
３
／
１
３

 １
２
：
３
０
開
始
の
ベ
ン
ト
の
終
了
を

こ
の
時
刻
に
仮
定
。
な
お
、
５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種

操
作
実
績
取
り
纏
め
で
は
、
３
／
１
５

 １
６
：
０
０
に
閉
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る

 

１
７

 
３
／
１
４

１
：
１
０

 
水

源
ピ

ッ
ト

へ
の

水
補

給
の

た
め

注
水

停
止

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

１
８

 
 

３
：
２
０

 
水

源
ピ

ッ
ト

へ
の

水
補

給
完

了
、

注
水

開
始

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 ※
１

 

１
９

 
 

５
：
２
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

Ａ
Ｏ
弁

操
作

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

２
０

 
 

１
２
：
０
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
閉
を

仮
定

 
△

D
／

W
圧
力
の
上
昇
か
ら
、
３
／
１
４

 ５
：
２
０
開
始
の
ベ
ン
ト
の
終
了
を
こ

の
時
刻
に
仮
定
。
な

お
、
５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操

作
実
績
取
り
纏
め
で
は
、
３
／
１
５

 １
６
：
０
０
に
閉
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る

 

２
１

 
 

１
６
：
０
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
開
操

作
を
仮
定

 
△

D
／

W
圧
力
の
下
降
か
ら
、
当
該
時
刻
の
ベ
ン
ト
を
仮
定

 

２
２

 
 

２
１
：
０
４

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
閉
操

作
を
仮
定

 
△

D
／

W
圧
力
の
上
昇
か
ら
、
当
該
時
刻
に
ベ
ン
ト
の
終
了
を
仮
定
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２
３

 
３
／
１
５

１
６
：
０
５

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
開
操
作

 
○

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め

 

２
４

 
３
／
１
６

１
：
５
５

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
開
操
作

 
△

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
で
は
当

該
の
時
刻
に
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

D
／

W
圧

力
の
変
動
が
な
い
こ

と
か
ら
、
ベ
ン
ト
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
仮
定

 

２
５

 
３
／
１
７

２
１
：
０
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
閉
確
認

 
△

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
で
は
、

３
／
１
５

 １
６
：
０
５
ベ
ン
ト
弁
開
操
作
に
対
す
る
閉
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、

D
／

W
圧
力
の
推
移
か
ら
閉
し
て
い
な
い
も
の
と
仮
定

 

２
６

 
 

２
１
：
３
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
開
操

作
 

△

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告

 ７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
で
は
、

開
操
作
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、

D
／

W
圧
力
の
推

移
か
ら
開
し
て
い
な
い
も

の
と
仮
定

 

２
７

 
３
／
１
８

５
：
３
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
閉
確
認

 
－

５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告
に
当
該
ベ
ン
ト
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、

本
解
析
で
は
解
析
対

象
の
期
間
外

 

２
８

 
 

５
：
３
０

 

頃
 

Ｐ
Ｃ

Ｖ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

、
Ｓ

／
Ｃ

側

弁
開
操

作
 

－
５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告
に
当
該
ベ
ン
ト
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、

本
解
析
で
は
解
析
対

象
の
期
間
外

 

２
９

 
３
／
１
９

１
１
：
３
０

 
Ｐ

Ｃ
Ｖ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

Ｓ
／

Ｃ
側

弁
閉
確

認
 

－
５
／
１
６
原
子
力
安

全
・
保
安
院
報
告
に
当
該
ベ
ン
ト
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、

本
解
析
で
は
解
析
対

象
の
期
間
外

 

３
０

 
３
／
２
０

１
１
：
２
５

 

頃
 

Ｐ
Ｃ

Ｖ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

、
Ｓ

／
Ｃ

側

弁
開
操
作

 
－

５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告
に
当
該
ベ
ン
ト
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、

本
解
析
で
は
解
析
対
象
の
期
間
外

 

 ※
１
注
水
流
量
変
更
の
時
期
や
注
水
流
量
に
つ
い
て
は
、
７
．
各
種
操
作
実
績
取
り
纏
め
（
５
／
１
６
原
子
力
安
全
・
保
安
院
報
告
）
の
日
付
毎
の
炉
内
へ
の
注
水
量

に
基
づ
き
、
日
毎
の
平
均
流
量
及
び
注
水
総
量
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
定
。

 

添付資料９－１３ 

添付９－44



添付資料９－１３ 

 

 

３．解析結果【解析ケース（その１）】 

２．で示した条件に基づき、解析した結果を表９－１３－３に示す。また、原

子炉水位の変化等の解析結果について図９－１３－１から図９－１３－１１に

示す。 

 
表９－１３－３ ３号機解析結果の纏め 

 

項目 結果 

炉心露出開始時間 地震発生後約４０時間 

炉心損傷開始時間 地震発生後約４２時間 

ＲＰＶ破損時間 
－ 

(本解析ではＲＰＶ破損に至らず) 

  
  
解析結果の詳細について以下に述べる。 

原子炉水位は、ＨＰＣＩが停止した後徐々に低下し、炉心が露出し始め、ＳＲ

Ｖ開放により炉心は完全に露出することとなり、炉心損傷が開始する（図９－

１３－１参照）。注水は開始されるものの今回の解析では計測値で示した原子炉

水位に見合った注水量となるよう仮定して解析を行っていることから、注水量

は十分ではなく、炉心領域の半分程度が冠水する程度に維持される。このため

炉心は損傷することとなる。 

原子炉圧力は、ＲＣＩＣ、ＨＰＣＩが停止するまでの間は、ＳＲＶ作動圧力近

傍で高圧状態に維持される。ＨＰＣＩ停止後のＳＲＶ開放により原子炉は急速

に減圧され、その後大気圧近傍まで低下する（図９－１３－２参照）。 

なお、ＨＰＣＩが動作している期間において圧力の低下傾向が見られている。

平成２３年５月２３日原子力安全・保安院報告の解析の条件としては、ＲＰＶ

圧力及びＤ／Ｗ圧力の変化を模擬する手法として、ＨＰＣＩの蒸気配管を通じ

てＤ／Ｗ外へ蒸気がリークすると仮定した解析を行ったが、平成２３年５月２

３日原子力安全・保安院報告以降も調査及び評価を進めたところ、仮にＨＰＣ

Ｉ蒸気配管を通じて蒸気がリークしていた場合は、ＨＰＣＩ室を含めＲ／Ｂが

高温又は高い蒸気雰囲気になり立ち入ることが不可能と考えられるが、３月１

３日にＨＰＣＩが停止した後ＨＰＣＩ室に立ち入った運転員がいること、耐震

性評価の結果ＨＰＣＩの蒸気配管は地震で損傷していないと考えられることか

ら、ＨＰＣＩの系統にはリークパスが形成されていたとは考えられない。ＲＰ

Ｖ圧力の変化は、ＨＰＣＩが連続運転していたことで継続的に蒸気が消費され
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たことによるものと考えられる。 

Ｄ／Ｗ圧力は、炉内発生蒸気をＳ／Ｃへ放出するためＤ／Ｗ及びＳ／Ｃの圧力

は上昇を続ける。また、ＳＲＶの開放により圧力は一時的に大きく上昇するが、

Ｓ／Ｃベントにより圧力は低下する。その後においてもベント操作に応じて圧

力は増加・減少を繰り返す（図９－１３－３参照）。 

 炉心温度は、ＨＰＣＩ停止以降、原子炉水位が低下するのに伴い温度が上昇

し、燃料ペレットの溶融が発生しているとの結果となった（図９－１３－４参

照）。 

水素は、炉心が露出し、燃料被覆管の温度が上昇し始めると同時に大量に発生

し、地震後約１週間で燃料有効部被覆管の約７０％の反応に相当する水素が発

生する。解析においては、Ｓ／Ｃベントにより大部分がＰＣＶ外へ放出される

が、水素発生総量では３号機のＲ／Ｂの爆発を引き起こすのに十分な量である

と考えられる（図９－１３－６参照）。 

核分裂生成物の放出は、炉心損傷後、希ガスはＲＰＶからＳ／Ｃに放出され、

ベントにより、希ガスの約８６％が放出されるとの結果であった。また、ヨウ

化セシウムは約０．５％の放出であり、大半はＳ／Ｃ内に存在する（図９－１

３－７及び図９－１３－８参照）。 

炉心の状態は、一部溶融プールが存在しているものの、燃料域にとどまり、Ｒ

ＰＶ破損には至らない結果となった。これは初期のＲＣＩＣ・ＨＰＣＩによる

注水が比較的継続的に行われていたこと、ＨＰＣＩ停止から注水開始までの時

間が 1 号機に比べて短かったこと、などが理由として挙げられる（図９－１３

－９参照）。 

また、本解析では、水源ピットへの水補給のため、注水を途中約２時間停止し

ているが、仮にこの注水が継続して行われていた場合について解析を実施した。

初期の原子炉水位は若干ではあるが、高めに推移するも、燃料域を冠水するに

は至らないことから、炉心は損傷することとなる（図９－１３－１０及び図９

－１３－１１参照）。 
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図９－１３－１ ３号機 原子炉水位変化【その１】 
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図９－１３－２ ３号機 ＲＰＶ圧力変化【その１】 
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図９－１３－３ ３号機 Ｄ／Ｗ圧力変化【その１】 
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図９－１３－４ ３号機 炉心温度変化【その１】 
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図９－１３－５ ３号機 Ｄ／Ｗ温度変化【その１】 

 

 

0

200

400

600

800

1000

3/11
12:00

3/12
0:00

3/12
12:00

3/13
0:00

3/13
12:00

3/14
0:00

3/14
12:00

3/15
0:00

3/15
12:00

3/16
0:00

3/16
12:00

3/17
0:00

3/17
12:00

3/18
0:00

3/18
12:00

日時

水
素
発

生
量

 (
kg

)

炉心損傷開始
(約42時間後)

原子炉建屋爆発(約68時間後)

 

図９－１３－６ ３号機 水素発生量変化【その１】 
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図９－１３－７ ３号機 核分裂生成物の放出割合【その１】 
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図９－１３－８ ３号機 核分裂生成物の存在割合（１／２）【その１】 
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図９－１３－８ ３号機 核分裂生成物の存在割合（２／２）【その１】 
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図９－１３－９ ３号機 炉心の状態図【その１】 

損傷状態のモデル 
：燃料なし（崩落） 
：通常燃料 
：破損燃料が堆積（燃料棒形状は維持） 
：溶融した燃料が被覆管表面を流下し，燃料棒表
面で冷えて固まり燃料棒外径が増加 

：燃料棒外径がさらに増加し，燃料で流路が閉塞
：溶融プール形成 
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図９－１３－１０ ３号機 原子炉水位変化【その１】（注水継続） 
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図９－１３－１１ ３号機 炉心温度変化【その１】（注水継続） 

添付９－53



添付資料９－１３ 

 

 

 

４．解析結果【解析ケース（その２）】 

２．で示した条件に基づき、解析した結果を表９－１３－４に示す。また、原

子炉水位の変化等を解析結果について図９－１３－１２から図９－１３－２０

に示す。 

 
表９－１３－４ ３号機解析結果の纏め 

 

項目 結果 

炉心露出開始時間 地震発生後約４０時間 

炉心損傷開始時間 地震発生後約４２時間 

ＲＰＶ破損時間 地震発生後約６６時間 

  
解析結果の詳細について以下に述べる。 
原子炉水位変化は、ＨＰＣＩが停止して以降、徐々に低下し、炉心が露出し始

め、ＳＲＶ開放により炉心は完全に露出することとなり、炉心損傷が開始する

（図９－１３－１２参照）。注水は開始されるものの、仮定した注水量が十分で

はないため有効燃料棒底部以上には上がらず、炉心損傷は【その１】よりも進

展する結果となる。 
原子炉圧力は、ＳＲＶによる減圧以降、炉心が下部プレナムへ移行する際に発

生する蒸気により一時的な圧力の増加が見られるが、その他の挙動については、

【その１】の解析結果とほぼ同様の推移を示している（図９－１３－１３参照）。 
Ｄ／Ｗ圧力は、原子炉圧力同様、炉心が下部プレナムへ移行する際に発生する

蒸気により一時的な圧力の増加が見られるが、その他の挙動については、【その

１】の解析結果とほぼ同様の推移を示している（図９－１３－１４参照）。 
 炉心温度変化は、ＨＰＣＩ停止以降、原子炉水位が低下するのに伴い温度が

上昇し、燃料ペレットが融点に達するとの結果が得られた（図９－１３－１５

参照）。 

水素は、炉心が露出し、燃料被覆管の温度が上昇し始める時期に大量に発生し、

燃料有効部被覆管の約５９％の反応に相当する量が発生する。解析においては、

Ｓ／Ｃベントにより大部分がＰＣＶ外へ放出される。水素発生総量は、３号機

の原子炉建屋の爆発を引き起こすのに十分な量であると考えられる（図９－１

３－１７参照）。 

核分裂生成物の放出は、炉心損傷後、希ガスはＲＰＶからＳ／Ｃに放出され、
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ベントにより、希ガスのほぼ全量が放出されるとの結果であった。また、ヨウ

化セシウムは約０．５％の放出であり、大半はＳ／Ｃ内に存在するとの結果で

あった。（図９－１３－１８及び図９－１３－１９参照） 

一部の燃料についてはＲＰＶ内にとどまる結果となったものの、ＲＰＶは破損

する結果となった。初期の注水量が【その１】より少ないため、炉心の損傷が

さらに進展する結果となった（図９－１３－２０参照）。 
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図９－１３－１２ ３号機 原子炉水位変化【その２】 

 

 

※：RPV 破損以降の水位（解析値）は

水位を維持していることを意味す

るものではない。 

添付９－55



添付資料９－１３ 

 

 

-2

0

2

4

6

8

10

3/11
12:00

3/12
0:00

3/12
12:00

3/13
0:00

3/13
12:00

3/14
0:00

3/14
12:00

3/15
0:00

3/15
12:00

3/16
0:00

3/16
12:00

3/17
0:00

3/17
12:00

3/18
0:00

3/18
12:00

日時

原
子
炉
圧

力
 (

M
P

a
[a

b
s]

)

RPV圧力(解析）

実機計測値

HPCI停止RCIC停止
SRV1弁開

HPCI起動

下部プレナムへのリロケーション(解析)

RPV破損(約66時間後)

 

図９－１３－１３ ３号機 ＲＰＶ圧力変化【その２】 
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図９－１３－１４ ３号機 Ｄ／Ｗ圧力変化【その２】 
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図９－１３－１５ ３号機 炉心温度変化【その２】 
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図９－１３－１６ ３号機 Ｄ／Ｗ温度変化【その２】 
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図９－１３－１７ ３号機 水素発生量変化【その２】 
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図９－１３－１８ ３号機 核分裂生成物の放出割合（１／３）【その２】 
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図９－１３－１８ ３号機 核分裂生成物の放出割合（２／３）【その２】 
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図９－１３－１８ ３号機 核分裂生成物の放出割合（３／３）【その２】 
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図９－１３－１９ ３号機 核分裂生成物の存在割合（１／２）【その２】 
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図９－１３－１９ ３号機 核分裂生成物の存在割合（２／２）【その２】 
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図９－１３－２０ ３号機 炉心の状態図【その２】 

損傷状態のモデル 
：燃料なし（崩落） 
：通常燃料 
：破損燃料が堆積（燃料棒形状は維持） 
：溶融した燃料が被覆管表面を流下し，燃料棒表
面で冷えて固まり燃料棒外径が増加 

：燃料棒外径がさらに増加し，燃料で流路が閉塞
：溶融プール形成 
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５．評価結果 
【その１】における解析では、３号機の炉心は一部溶融プールが存在している

ものの、燃料域にとどまり、ＲＰＶ破損には至らないとの解析結果となった。【そ

の２】における解析では、一部の燃料についてはＲＰＶ内にとどまる結果とな

ったものの、ＲＰＶは破損するとの解析結果となった。 
なお、１号機では原子炉水位計の校正を行った結果、ＲＰＶ内の水位は燃料域

内にないということが分かった。同様のことが３号機で発生している可能性は

否定できない。 
プラントパラメータによれば、現在のＲＰＶの鋼材温度は約１００℃～約２０

０℃付近で推移しており、複数の測定点が注水量の変動等に同じように応答し

ていること、５月に入り数点の温度が上昇を示しており、現在炉心流量を増加

し経過を観察中であるが、このことからも熱源はＲＰＶ内にあると推定される

こと、ＲＰＶ底部の温度は約１００℃～約１７０℃とその他のＲＰＶ周りの温

度と同程度で推移していることから、燃料の大部分はＲＰＶ内で冷却されてい

ると考えられる。 
よって、本解析及びプラントパラメータによれば、炉心は大幅に損傷している

が、所定の装荷位置から下（下部プレナム）に移動・落下し、大部分はその位

置付近で安定的に冷却できているものと考える。 
以上 
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